



は じ め に
「1517 年、ルターが「95 か条の提題」をヴィッテンベルクの城教会の扉に貼り出した」







の定着や 2015 年のシリア難民の大量流入といった指摘を待つまでもなく、2013 年時点
で、ドイツの総人口に占めるキリスト教徒の割合は 61.6％ であり、プロテスタント系の
教会が所属する「ドイツ福音主義教会」（以下、EKD）のメンバーに限定すれば 28.5％ に
しか過ぎない（2）。少なくとも 3 分の 1 の住民にとっては、キリスト教は自らの信条やバッ
クボーンとは何の関係もないのである。そうした国家において、大々的に宗教改革 500 周
年を祝う意味とは何だったのだろうか。


















1 「ルター 2017（Luther 2017）」機構と「ルター 10年（Lutherdekade）」
右のロゴ（図 2）を日本でご覧になった方がどれぐらいいるだろう




























政府と 2017 年宗教改革記念祭」という文書を公表し、2017 年の宗教改革記念事業に対す
る姿勢を明らかにしている。それによると、財政面で連邦政府は、事業準備のために
2017 年まで毎年 500 万ユーロ（1 ユーロ＝135 円換算で 6 億 7500 万円）の支援を約束し
ている（12）。実際、事業にかかった公的支出の試算を行ったフレルクによれば、2008 年か
ら 2017 年に「ルター 10 年」（詳細は後述）に連邦政府が支出した税金は約 5000 万ユーロ
（同換算で 61 億円程度）であり、同期間に行われた諸々の関連事業に政府と州が支出した




2017 年のみに集中するのではなく、2008 年から 2016 年までを助走期間とし、この間の














かったルターのイメージは、2011 年や 2014 年のテー
マに繋がる。会衆歌としての讃美歌を広めたルターの
功績は、2012 年のテーマを想起させる。しかしなが
















（子）の生誕 500 年にあたる。それ以外でも、2009 年は、カルヴァンの生誕 500 年にあた
り、彼の教会理解や経済倫理に焦点が当てられている。ルターに限定されない「複数形の
宗教改革」が意識され、エキュメニカルな対話への道が開かれていた。
こうした性格がさらに強く感じられるのが、2013 年と 2016 年である。とりわけ 2013
年は、ヨーロッパのルター派と改革派の多くが参画した「ロイエンベルク一致協約」締結
（1973 年）から 40 年、対抗宗教改革の動きの一つであるトリエント公会議終了後、そし




























estiner. Eine Dynastie prägt Europa）」展（2016 年 4 月 24 日～8 月 28 日）が開催され
た。「ルター 10 年」の 2016 年版チラシにも大きく紹介された展覧会である。なお、筆者
は 2016 年 8 月にこの展覧会を訪れる機会を得た。








































であり、彼の甥のヨハン・フリードリヒ 1 世（選帝侯位 1532-1547 年）がシュマルカルデ
ン同盟を主導した人物であったことは、あまりにも有名な歴史的事実である。そのことを
再確認させるような展示（1536 年のシュマルカルデン同盟延長契約書（20）（①）、複数のヨ












































「はじめに」で記したように、宗教改革 500 周年記念のクライマックスに際して、3 つ
で一つの特別展が開催された。概要を確認しておくと、①特別展「ルターとドイツ人 そ
れぞれの時代はいかにして自分たちのルター像を築いてきたか（Luther und die Deut-
schen. Wie jede Epoche ihr eigenes Lutherbild prägte）」（2017 年 5 月 4 日～11 月 5 日）
宗教改革 500 周年記念と展覧会（塚本栄美子）
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が世界遺産ヴァルトブルク城で、②特別展「ルター！95 の財宝と 95 人の人びと（Luther!
95 Schätze-95 Menschen）」（2017 年 5 月 13 日～11 月 5 日）がヴィッテンベルクのルター
ハウス（元アウグスティヌス隠修士会の建物）で、③特別展「ルターエフェクト 世界に
広がったプロテスタントの 500 年（Der Luther Effekt. 500 Jahre Protestantismus in der
Welt）」（2017 年 4 月 12 日～11 月 5 日）がベルリンの中心部にあるマルティン・グロピ
ウス・バウという瀟洒な建物で開催された。

















図 5 パンフレット（右） 図 6 周遊図（左：パンフレットより）




























































































































図 8 「Luther 1517. 360°パノラマ」内部の様子。
手前は見学者たち。（筆者撮影）
図 9 特別展②の入り口（筆者撮影） 図 10 特別展③の入り口（筆者撮影）








としては、「1450 年から 1600 年のドイツ」「1500 年から 1750 年のスウェーデン」「1600
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